
藤田小学校と県北中学校の卒業式、

そして藤田幼稚園の修了式。

みんなに春がやって来た。
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私
た
ち
の
生
活
に
深
い
関
わ
り

が
あ
る
一
般
会
計
予
算
は
、
四
十

三
億
八
千
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
七
百
万
円
（
○

こ

Ｉ

％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
や
国
民

健
康
保
険
、
老
人
保
健
。
下
水
逆

な
ど
の
特
別
会
計
を
含
め
た
総
予

算
額
は
六
十
五
億
七
千
八
百
六
十

九
万
一
千
円
で
、
前
年
度
当
初
予

算
額
に
比
べ
七
千
二
百
九
卜
二
万

二
千
円
（

丁

一
％
）
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

国
の
予
算
は
、
高
齢
人
口
の
増

加
や
国
際
社
会
の
巾
で
増
大
す
る

囗
本
の
役
割
な
ど
、
今
後
の
社
会

情
勢
の
変
化
に
弾
力
的
に
対
処
す

る
た
め
に
徹
底
し
た
歳
出
削
減
に

努
め
、
質
の
向
上
・
充
実
に
配
慮

し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
健
全
な
財
政
運
営
を
目

指
し
な
が
ら
も
畏
引
く
景
気
の
低

国見町の平成9年度予算案が、3月定
例議会で審議、可決されました。
間近に迫った21世紀を見つめながら
、豊かで住みよい活力あふれるまちづ
くりと心豊かで人にやさしい町づくり
を町の基本目標に、施策の推進が図ら
れます。



迷
に
配
慮
し
て

、
公

共
丿
業
の
財

源
と
し
て
匕
兆

四
千
七
百
億
円
の

赤
字
国
債
を
発

行
し

、
国
債
発
行

暴

筒
は
二
百
五
十

四
兆
円
を
超
す

見
通
し

で
す
。

こ
れ
を
背
景
に
国
見
町
で
は
、

経
済
の
動
向
や
町
政
懇
談
会
等
で

要
望
の
あ
っ
た
意
見
を
災
約
す
る

と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
り
健
全

な
財
政
を
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に

行
政
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
み
な

さ
ん
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
を

見
極
め
な
が
ら
、
事
業
の
精
査
を

行

い
ま
し

た
。

平
成

九
年
度

に
お
い
て
も
、
第

三

次

国
見

町

振

興
計

画

に

幕
づ

き
、
み

な
さ
ん
の
暮
ら
し
の

。
層

の
充
実

に
向
け

た
六
項
目
の
主
要

施
策

に
つ
い
て
総
合
的
で
計
両
的

な
施
策
と
事

業
の
推
進
に
努
め

、

積
極
的

な
対
応

を
図
る
こ
と

を
基

本

に
予
算

を
編
成
し

ま
し

た
。

平成9年度一般会計予算

43億8000万円



一
般
会
計

歳入

( 嶇皚：ｆ円)

r地方交付税 2 は 30.80

町　　 攪 919.487

縁　入　舍 ｰ 93354

町　　 債 292.400

県 支 出 ● 25  15

・ 庫支出● 146.940

地方皿与筏 90.500

諸　取　人 9.882
亀方渦支輒文付金 32 , 700

そ　の　嶮  ー83 靆 83

肘
4.380.08丿

厳
入
は
、
町
税
な
ど
の
自
主
財
源

が
十
三
億
六
千
四
百
四
十
二
万
五
千

円
（
四
・
六
％
減
）
、
地
方
交
付
税

な
ど
の
依
存
財
源
が
三
卜
億
一
千
五

百
五
十
七
万
五

千
円
（
二
・

五
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
お
お
も
と
を
占
め
る

町
税
は
、
九
億
一
千
九
百
四
十

八
万

七

千
円
を
見
込

み
ま
し
た
。
こ

れ

は
、
艮
引
く
景
気
の
低
迷
で
法
人
分

の
町
民
税
の
減
収
や
佃
人
分
の
特
別

減
税
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
減

収
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
町
税
全

体

と

し

て

四

千
七

十

万

四

千
円

（

四
・
六
％

）
の

増
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
歳
入
企
体
の
大
宗
を
占
め

る
地
方
交
付
税
は
、
二
十
一
億
三
千

万
円
（
四
・
五
％

増
）
を
計
上
し
ま

し
た
。

一
方
、
国
庫
支
出
金
は
、
市
町
村

が
特
定
の
事
業
を
行
う
と
き
に
、
こ

れ
に
必
要
な
経
費
を
国
が
交
付
す
る

も
の
で
す
。
老
人
保
岐
措
置
費
。
児

童
措
置
費
な
ど
に
加
え
、
今
年
度
新

た
に
始
め
る
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
事
巣
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
岡
庫
支
出
金
全
体
で
は
、
緊
急

地
方
道
路
整
備
事
業
が
完
了
し

た
こ

と
か
ら
、
総
額
一
億
四
千
六
百
九
十

四
万
円
（
六
・
四
％
減
）
と
な
り
ま

し
た
。

国
庫
支
出
金
と
同
じ
性
格
を
持
つ

県
支
出
金
は
、
農
村
2
1バ
イ
タ
ル
プ

ラ
ン
事
業
や
消
防
施
設
整
備
事
業
、

児
童
生
徒
学
力
向
上
事
業
な
ど
の
新

規
事
業
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
総
額

二
億
五
千
百
七
十
五
万
四
千
円
（
一

四

こ
二
％
増
）
を
計
上
し
ま
し
た
。

繰
入
金
は
、
事
業
の
目
的
に
応
じ

て
基
金
を
取
り
崩
し
て
一
般
会
計
に

繰
り
入
れ
、
弾
力
的
な
巡
川
を
図
る

も
の
で
す
。
今
年
度
は
ふ
る
さ
と
づ

く
リ
事
業
の
ふ
れ
あ
い
懸

い
の
道
整

備
事
業
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

の
文
化
事
業
な
ど
に
充
当
し
ま
す
。

今
年
度
の
起
債
は
、
ふ
れ
あ
い
憩

い
の
道
整
備
事
業
、
福
鳥
地
方
水
道

用
水
供
給
企

業
団
一
般
会

計
出
資

債
、
県
営
湛
水
防
除
事
業
債
そ
し
て

県
営
ほ
塲
整
備
事
業
偵
な
ど
、
総
額

で
二
億
九
千
二
百
四
十
万
円
を
兄
込

み
ま
し
た
。

特 別・財産区・公営企業会計

２３億８,４８３万4.000 円

一般会肝予算のほかに．圃艮健康保績な

どの特別会針と藤田財産区などの財産区会

計，そして水道事業会計など総額23 億8.483

万4000 円を計上しました．



歳
入
歳
出
別

概
要

歳 出

( 哂位：ｔ円)

丶　t ， 費 733,899

公　擒　譱 677.075

綛　枸　麑 606.624

土　木　費 539.602
ａ林水産業費 537.019
民　生　費 485.462

穂　胄　費 445 ･ 5
洌　肺　・ 198.230

覘　会　麑  ー09.342

痾ｔ皿ほか 4 ? 77
１　 計 4.380.000

歳
出
の
目
的
別
予
算
の
内
訳
を
多

い
噸
に
見

る
と
、
衛

生
費
、
公
債

費
、
総
務
費
、
上
木
費
、
農
林
水
産

柴
費
と
続
き
ま
す
。
ま
た
。
前
年
度

当
初
予
算
に
比
較
し
て
伸
び
率
が
高

い
も
の
は
、
民
生
費
、
消
防
ａ

、
農

林
水
産
業
費
。
上
木
費
。
教
育
費
の

順
に
な
り
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
十
四
・
二
％
の
伸

び
を
示
し
た
民
生
費
は
、
新
た
に
事

業
を
開
始
す

る
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
委
託
料
を
は
じ
め
、
老
人
保

護
措
置
費
、
信
達
福
祉
会
負
批
金
、

藤
田
保
育
所
修
繕
工
嘔
費
、
ね
た
き

り
老

人
入
浴
サ

ー
ビ
ス
叭
業

委
託

料
、
あ
ぶ
く

ま
福

祉
会
負
担
命

な

ど
、
四
億

八
千
五
百
四
十
六
万
二
千

円
を
計
上
し
ま
し

た
。

次
に
、
一
〇
・
六
％
の
伸
び
を
示

し
た
消
防
負
は
、
伊
達
地
方
消
防
糾

合
分
担
金
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動
囃
の

購
入
費
、
総
合
防
災
訓
練
の
経
費
な

ど
を
計
上
し
た
結
果
、
一
億
九
千
八

百
二
十
三
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

町
の
基
幹
産
業
で
も
あ
る
農
林
業

に
関
係
す
る
農
林
水
産
業
賞
（

八
・

八
％
朋
）
は
、
農
村
肘
（

イ
ク
ル
ブ

ラ
ン
事
業
や
新
農
山
漁
村
振
興
特
別

対
策
補
助
か
業
な
ど
の
新
規
嘔
業
に

加
え
、
新
生
産
調
整
推
進
対
策
小
業

や
団
体
営
農
道
塾
備
嘔
業
、
農
村
総

合
整
術
モ
デ
ル
事
業
、
小
坂
地
区
は

場
整
備
事
業
な
ど
の
拡
充
に
よ
る
予

算
増
に
よ
り
五
億
三
千
七
百
一
万
九

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
土
木
費
は
、
ふ
れ
あ
い
憩

い

の
道
整
備
事
業
、
河
川
改
良
工

事
、

公
共
下
水
道
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

の
増
と
新
規
に
行
う
人
に
や
さ
し

い

道
づ
く
り
事
業
や
公
営
住
宅
建
設
事

業
な
ど
に
よ
り
、
五
億
三
千
九
百
六

十
万
二
千

円
を
計
上
し

た
結
果
、

七
・
〇
％

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

六
・
六
％
の
伸
び
を
示
し
た
公
債
費

は
、
今
年
度
か
ら
上
野
台
運
動
公
園

総
合
運
動
場
債
の
元
金
償
還
が
始
ま

る
た
め
で
す
。

小
中
学
校
の
施
設
整
備
費
九
百
三
十

二
万
六
千
円
、
上
野
台
運
動
公
園
プ

ー
ル

の
改
修
工
事
費
二
千
六
百
九
十

一
万

二
千
円
な
ど
、
四
億
四
千
五
百

五
十
七
万

円
を
計
上
し

た
教
育

費

は
、

三
・
九
％

の
増

と
な
り
ま
し

た
。

町民一人当 りで見てみると …

今年度の一般会計のうち、みなさんが負

担する税金は．一人当り7万9.3 円です．

これに対して、町がみなさん一人当りに支

出する額は、37 万7.500円です．そして．

その差額分は圃や県の支出金や地方交付

税．町喰などでまかなわれています．

町政運営の目標

豊かで　住みよい

活力あふれる　町づくり

心豊かで　人にやさしい　町づくり



新しい事業　いっぱい

8つを取り上げてお知らせします

1

担い手育成基盤整備 事業

小坂地区ほ胡整 備事葉

小坂地区 の農地約１０７ａ を 店鍛整備し ます。 標 準区

鹵而積は36 こ一ですが。最大ｌ冫この ほ塲になり ます。 す
でにぞ成８年度 嘔業 として12 二分を実施。今年度は 杓50

冫こ、 ぞ成10 年度に約25a の 而工嘔を実施 します。

その後、 用排 水路や農道の 補完工 事、換地 作業 を行

い。平成12年度までに完了する予定です。
また。農家の次男・三劣川の住宅用地と

小坂地区の中央集会施設や公園なども併
せて整備することにしています。

2
新農山漁村振興特別対策事業

〈目的〉

就農･者の 商齢化． 新規就贋者の 激破．良産物の 輸入
白山化そして 農業粗 生産 額の減 少など 員 山漁村 の農

業は厳しい 状況です．

この 事業 は、地域の 条件に介っ た農業を進めな がら?1ｼ

産基盤 や生活環境施設 などを整 え．住みよい町づ く
りを目指し ながら、 異常 気象にも 負けない農業生産 の
体買強 化や高付加 価値農業を|| 拓す事業で す．

く内容 ）

・経営近代化施設整伽事業（スピード・スブレ ヤーなど

の機械）
・農林漁栗者交流施凛整備 小業（多1）的 災公楯般｝

3
農村・21バイタルプラン事業

〈目的〉
21 世紀に向けた活力あふれる農村づくリ事業です．

農業集落を対象に農業の担い手の青成確保．農地の利
用集積や効串的な生産システム、生活環境長備など．
総合的な計両を集落自らが主体的に作り．生産力の維
持拡大．所碍の向.匕 定住条作を図リ．新たな農村づ
くりを進めることが目的です.
〈内容〉
・町避 ｰ 029 号 (カニ坂・石Ⅲ後楾）の慶備改良
・集篤公剛整備｛小坂地区ほ崎整備区城内を予定｝
・農滷の整備

4

人
に
や
さ
し
い

道
づ
く
り
事
業

藤
川
商
店
街
を
穐
由
し
藤
田
小
学
校

を
通
過
す
る
総
延
長

六
八
〇
‥
い
に
つ
い

て
、
歩

道
に
設
置
し
て
あ
る
電
柱
や
支

線
を
移

転
し
て
歩
道
の
拡
幅

を
行

い
。

お
年
寄

り
や
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
町
民

み
ん
な
が
安
心
し
て
少
行
で
き

る
よ
う

に
し

ま
す

。
な
お
、

二
つ
の

区
域
の

川
、
県
道
赤
井
畑
・
国
兄
線
は
ｆ
成

八

年
度
嘔
業
と
し
て
す
で
に

。上
眼
を

進
め

て
い
ま
す
、



町が変わる　人も変わる

今年度新たに取り組む事業の中から

5

ふ
れ
あ
い
憩
い
の
道

整
備
事
業

ふ
れ
あ
い
憩

い
の
迫
は
『

ス
ポ
ー
ツ

や
各
種
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ふ
れ
あ

い
の
刈

と
し
て
ｆ
成
匕
年
卜
月
に
オ
ー

プ
ン

し
た
Ｌ
野
台
運
助
公
園
総
合
運
動

場
へ

の
ア
ク

セ
ス
道

路
と
し

て
、

ま

た
。
中
学
校
や
囚
道
四
号
へ
通
じ
る
咀

嬰
な
路
線
と
し
て
約
一
７
ａ

の
区
間
を

整
備
し
ま
す
。
ａ

か
な
自
然
空
川
を
活

川
し
て

、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
を
実
感

で
き

る
迫
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

6

公営住宅の建設

生活形態や地域の特性に応じて．安定した生活
ができる良質な化環境の整偽と併せ.|｀1力でこれ
を確保できない人への住宅供給も行政の人切な般｢|
です．
国 見町では今年度から２年継続で、12世帯が人

居できる公膏住宅ｌ楝の建設にとりかかります．
今年度は造成|:･11、来年度は本体建駁ll嘔を行い
ます.

7（仮称）板橋南住宅団 地開発計画

ライフスタイ ルや国見の|‘|然 に飼和した
良 貫な佳環境を つく り．将来の 住宅需 要釉

を満たすために、 （仮称） 仮橋南仕宅141地の 造成 亊
。

を地め ます。 すで に用地買収 をほぽ終え。実 施般計 を
進めてい ます。 閃発区域総 而積はＨ 冫1， 公共ド水辺は

も ちろん公|爛も 整備し。 分譲IK 両数 ・物 0  体 お。町営
住宅50 戸を計画してい ます。

8

在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業

家

庭
で
ね
た
き
り
に
な
っ
た
お
年
寄

り
や
介
護
す
る
人
の
相
談
や
嬰
望
に
応

じ
る
た
め
の
岡
見
町
在
宅
介
護
支
援
セ

ン

タ
ー
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
セ
ン
タ

ー
は
公
な
藤
田
総
介
病
院
の
鮫
地
内
に

設
置
さ
れ
、
呼
門
の
職
員

が
棚
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
は

熊
料
で
二
十
四

時
川
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
在
宅
介
綬
用

品
や
柵
祉
機

器
の
展
示
も
行
い
ま
す
。



消防ポンプ自動●●人情　　　　1. ⊃7j円

嶇合防槊馴噛　　　　　　　1 ？9万円
防災行政萬繚施股管理．県吃合情曜圃駟
ネットワーク雙情事・　　　　　828 万円

防芻会讀．水防刔爾　　　　　2  万円
會交ａ安全
交週安全刔欒　　　　　　　822 万円

活力 教育文化 行財

政

産業が盛んな活力あふれる町づくり

農工 廰の攝貝と発展の ための生匿碁餓瞽

魯 ．曜営安ｔ4 匕ま4策、堵塲産業振興の眼塊

づくりを違め．雕用の拡大と若者が定住で

きる町づくりに男めます．

脅蠅Ｉ 寨の檬韓

一工冥の揚興壽域　　　　　　　471 万円

商工会の育成襴勍　　　　　　82575 円

ふくしまピックフェア出店夢冥　　 ｌ 】75円

中小企冥舎融匈策( 預lﾓ金の 曚胄;･　1μX)75 円

脅勦労魯昜祉

・助労 宿童敵対 爾　　　　　　　X72 万円

国見勤劣耆総合スポーツ旅ａ 鹽儁事樊 ？70 万円

賣観光

岡泣奠恚U｣ ライトアップ事賁ほか　　7075 円

・その他の観光 推進事業　　　　　133 万円

賣櫚饕

一新生廛胴雙雛逢月鴒　　　　　2,042 万円

地城米涓髑拡大刃鏑　　　　　105 万円

櫚第 言 を 盟強化促進事・　　　228 万円

・櫚冥改良紬遭　　　　　　　19ﾜ 万円

新横山漁杓振興笏別刈揖事莫補助　6(X) 万円

横1121 バイクルブラン 事累　　　|, ４(X)万円

圃賈経営１ 為外派遍事実　　　　45 万円

一膕岡地流動化攤違　　　　　　 ¶76万円

基鏖皿 村纂　　　　　　　256 万円

横・ Ｓ貝事累( 一般分1　　　　512 万円

龠畧鬘生溲毒盤璽備

一団体言屏遍整備事業　　　　　3,333 万円

一饗宮中山原喫ｌ 地帯塀遭網整備●東負担金

1.1〔X〕万円

・小坂地区県  場  資 事実負搾金　1.954 万円

・東富湛水防鯨高般雙爾事実負担曾　817 万円
・大枝湛水防 望 持 管 理　　　I ｓ万円

・土喙滾良事賛攪畊倡 金 綱 動　　　33 万円
・農村総合鏖棡モデル事賈　　　| 偉100万円

★萼莫.･1
・斜逎鵠碑（貝田嶂）　　　　6   ー3万円
之 ）･i♂７祥・●偈　　　　　　564 万円

1;:･　ﾋり゚防鯵　　　　　　　|. ｌ）4万円

氈

林翼嬋興　193 万円

li 芍:i･伺逗●化．後墸老の脣眉
贋ｘ． 工爽後竃自対策　　　　36 万円
内 第 :者刈鯒　　　　　　　1667j 円

ｙ 鳩皀･強 会 盟 靄促遣

91511 亟屋区事務Ｍａ絛畢裏　　24  万円

次代を担う青少年の育成、教

育と文化の町づくり

人間性豊かな社会の実瓏に向Ｕて譱龠の芫

實と文化の振員を違め．将来 を梱う惆少年

をはじめ、みんなが生き生●と摺勣する鏖】

づくlj に櫚めま１ ．

女児盡褊祉

吻立保育跨の 運営　　　　　 フ.8207j円

季節保耳所躙岨事輿l 再喝;　　　1ﾉ １７６万円

放肆爾の字Ｉ 保育　　　　　　62 万円

乳児医●薺飫助　　　　　　　545 万円

－・ 子豪庭医療脣扶助　　　　　　 ％ 万円

就学遍児．交通遭児瀏勘會　　　　32 万円

・児童手当　　　　　　　　1.4 万円

★学奴教育

・小中学校修翩爨　　　　　　1.142  万円

・小中学校教材 ．偈＆μ）充実　　　1. 万円

ｉｕ 豬乏骼援助　　　　　　　100 万円

・児重生穩翼字援助　　　　　　 ２４０万円

・生きた外佃腿鵆磚　　　　　　 ａ３６万円

・学  上  対  策  い プラン）　　130 万円

・大技小学相組合分 担金　　　　　961 万円

★字岐倪健

一児童・ 褄 健 管 増　　　　　　235 万円

・学校翰食の荒実･.姶良センター分担曾３

４４７１万円

脅幼瞿讎教育

・敬芻 ．教員購入，過讎●麗助 ，圃児傭堰菅嚶

131 万円

★｜ 涯学習

・公民館事買　　　　　　　　482 万円

一文化センター図１ 贖入髑　　　　15 【】万円

・社会教育拒砌目毅齧黌　　　　　336 ヵ円

・｝1会教司躙脈団 体爾戚　　　　　146 万円

・匍夕 年育成( 一 部再豸･　　　　　727j 円

★芸術文化振興．文化銅保糲

・文化jil体育咸　　　　　　　　55 万円

一芸術文化の錮興 ．文化蟻興 暮全積111

62  万円

一文化剔保膕　　　　　　　　210 万円

賣スポーツ事冥

スポーツ教室．種目別大会爨　　　9875 円

一町民遭勒翕　　　　　　　　2 ワ1ヵ円

体耳協会柵助　　　　　　　　73 万円

・スポーツ少年tj 購啾　　　　　　35 万円

ＮＨＫラジオ休揖　　　　　　8 ？万円

・甬聘杓対抗取伝補助　　　　　　 ａ)7j円

・上１ 台・ 勧公髓讎惆( 再周3　　　3313 万円

★輿少年鬢全冐成.I 女慥の社会参加

・スボ少．胄少年育成 け 郎祠周)　81 万円

女性活郎7) 推進　　　　　　　25 万円

賣四 交流

外田 人耳年招致事業ll再!1　　　63771 円

・交況事冥ll 再同)　　　　　　2(x) 万円

行財政体制の充実

限られた予 算と人員のもとで齡息工夫し、

中長期的な 行財政 体斜の充実を図ります。

賣組織遭携

一町内 会辱組織との連携強化　　　1.  皿万円

★晩徴収の鶚上

一綿la 組合の育成　　　　　　　83175 円

・町税収靹凖向上 ．竃算化による事務効寧化

1,5977j円

★長賻刪削 政瀾営の歯立

財務ｓ 計シ ステムによる刻取 運営の助率化

1,2(y7万円

一則政綱整ｌ 金襴立　　　　　　96 万円



平成９年の主な事業

希望 快適 健康安心

希望 か わき ．住 んでよ かっ た

と 思え る町 づく り

生活道路爾の整魯。上下水道、緑地 、公園

などの生活環境の整傭、自然璋填を生かし

た住宅団地の開発を遠め、快適で住みよい

町づくりに男めます。

★地域開発岬

ａ ●地方広域行取事務組合負担全　　80 万円

・巾鍠丿地蠻爾･  策 定　　　　4  万円

国土利用肝価鯛定　　　　　　39 万円

★ふるさと假興事実

9  ~ 3  (くにみ）Iネ･ソトワーク事冥　 叙1 万円

ふるさと襦●基金　　　　　5  偽 ?  万円

★ふるさとマイホーム禰道事冥

一宅地爛尭 事実碍･ 喰 務 鋼 担 含む･　35 慱67 万円

兪町民鰾参嶌17XI取

地区恩顋会の矚催　　　　　　　12 万円

広叩活動の充実　　　　　　　405 万円

自冶振輿　　　　　　　　1.15ﾜ 冫丿円

立地環境を生かし、均衡ある

快適な町づくり

恵まれた自然環境と便利な文通網の立地条

件を生かし．生活環塊・ 生産基盤環境の整

備を遭め、講和のある快遇な町づくりに努

めますe

・ 遍路の璧備　　　　　 ‥≒: 二::kijli

・維持管理　　　　　ly ぺE.ｊ助32 万目

・人にやさしい遍づくリ事賈 ≒ ぶi'j 越 揃2 毀

ふれあい恵いの・ 璽爾事襴li

諞 朧| ｜

特定埼方・ 跳讐●事業　 葢 亟● 鬲 榮i 邨

・心良飼装，灣屬岨計．国迎4  号 対策聹

1儒2.１ 趙万円

☆ 河 川 等の螫櫚

・河』引 0  .  第 琶理　　　　2. 万円

・ 町宮住宅

・哺拷髫 嗜　　　　　　　　2351 万円

・公言住宅璢加　　　　　　　5.1 万円

★ふるさとマイホーム扣遽事・

・宅壥罵発事冥等 : 再 物 ､　　35 億67 万円

★留甬li●

・司づくリマスタープラン・緑化糶違事薺

213 万円

★1こ水道

・公共下水遍１冥　　　　　3  健 8. 2  万円

・流域下水圃奉賀自担1　　　　2.4 万円

★水資溷の僵保

・き遍焉水供給企實団出資ｉ ・自袒瓮 5.910  万円

侖きれいな町づくり

・ごみ処埋対策　　　　　　　2.  ? 51 万円

・衛・ 皿理 合 貸　　　　　6.  い 2万円

・公言 環 境 を 生 対 第　　　　　138 万円

一緑地，公髓の警爾韆拷釁理　　　3j 加万円

合併処墸浄化槍股置第 編 動　　1 βａ〕万円

兪地籍

地可羇蕎事実　　　　　　　5.  3 万円

高齢化社会に向けて健康

で安心して暮らせる町づ

くり多様な蛙糜づくり事奠や鰉廡診 亶事凱、デ

イ・ サービ ス事奠、介護支援セン ター事業

などの社会篠祉 事業を違め 。竇心して碁ら

せる町づく･パこ努めます。

★健壜づくり
・荀桟碵肥．予防摺噎，夊?1の健康診萱．
偉粗しょう聢検診事東　　　　1.  3 万円

・呵民ウコ･－キング大会．

健喰フ・ステ４パル搴檗　　　　j9 万円
一国保会町練出金　　　　　　8. 万円

・人間ドック事蕈　　　　　　　ﾜ59 万円

- ／ ７ ‘
ｓ

區lp779 鼬 蘖

‘1 .:

漣I

芍ii 乗生強化楷遊　　　　　:i:.li4 卵S円
一

芒 諞l

★地域医●サービ ス

公立●Ｂ総合痾貎負押全　　3 僭ﾌ.392 万円

・県教急屬●施設運営負lel ，

卵卯急・ ●悁囎システム運営爨　　 れ 万円

盍老人荀祉旄佃

・敬老合，敏老択金　　　　　　811 万円

老人クラブ活動助成　　　　　23ﾜ 万円

・シルバー人ｑ センター励成　　　250 万円

老人事翩翩仕員潮湯事薺　　　　 し  万円

・ねたきり老人入ｉ サービス事哭　　e99 万円

・ねたきり ，ひとり●らし老人見舞金　124 万円

一介讀ｌｌ 劣・　　　　　　　144 ⊃万円

紙オムツ支給，竃貝乾畑 事柬　　　4487j 円

在宅老人短期保脯事業　　　　　 ３ａ５万円

・老人日常生活用貝結付事賀　　　361 万円

デイサービス事賈　　　　　2. 万円

・在宅介讀支援センター事莫　　　1.149 万円

老人保讀掲冨羹　　　　　ｰ  健 5. W3万円

・老人ホーム負担金　　　　　　1.  5 万円

齒身体障害者櫑祉

一軽 物 薄 弱 者 受 生施設瞳設負担1　　321 万円

・重度身襌者氛 廖儁助成　　　　1  , 万円

－重擂身捧翕見貫全．褞祉タクシー既厩35 万円

一裲装髯絶句事業　　　　　　　 料 7  万円

・旻生援諞讒謗事務曹　　　　　516 万円

・身陶者日常生活用貝結付事冥　　　1  万円

・人工透哂患者君院匍　　　　　　12 万円

耆社会徭柾の見貫強化

町社会粤祉鰉讖会運営等鴇助

( 番祉活動町門 員．璢社パス遷哂 ，

心矗!ごと袒談 等補励　　　)　593 万円

町社会褞祉協謹会委託 事瞿

( 寒諂●仕目滬逼事業，人浴サービス.

霧貝乾畑事累I:再掲へ 事節保育所遷宮)

3.  7  万円

－Rjl g 兄●〕嚮員活動僑　　　　26 刀丿円

賣ｌ 民年金

年金加入推濯　　　　　　　 ２!y7万円

年金事務児貫強化　　　　　　 ７ＱＱ万円

・;j騅右体刷 一防災対策

3雌防施設の健 持管理　　　　　396 万円

・防火水相.l 瞋恚栓雙惆　　　　1.1(x) 万円

常傭qli 組合自担金　　　　1  第 3.0 円 円

翼零備丿 対 策　　　　　　2.  7 万円



水

と
緑

で

ワ
ン
ダ
フ
ル
郷
観
月
台

平
成
二
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
観
月
台
地
区
・
県
営
水
環

境
整
備
事
業
が
完
了
し
、
三
月
二
十
四
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
文
化
ゾ
ー
ン
に
隣
接
し

た
畩
い
の
場
の
完
成
で
す
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
始
ま
っ
た
竣
工

式
に
は
関
係
者
六
十
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
冨
永
町
長
が
『
改
修
が
望
ま

れ
て
い
た
観
月
台
の
た
め
池
が
き
れ

い
な
公
園
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
文
化
セ
ン
タ
ー
と
調
和
し
た
東

屋
や
ト
イ
レ
、
噴
水
、
せ
せ
ら
ぎ
水

路
な
ど
、
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

憩
い
の
場
所
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。ま

た
、
工
事
経
過
報
告
や
来
賓
祝

辞
に
続
き
、
福
島
県
さ
わ
や
か
観
光

地
ト
イ
レ
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
銘
板

が
冨
永
町
長
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

式
の
姐
後
に
、
出
席
者
が
今
年
度

完
成
し
た
ば
か
り
の
水
遊
び
場
に
錦

鯉
を
放
し
、
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
福
島
県
が
事
案
主
体

と
な
っ
て
平
成
二
年
度
に
着
工
し
ま

し
た
。
た
め
池
本
体
の
改
修
工
事
の

ほ
か
、
こ
れ
ま
で
に
水
上
ス
テ

ー

ジ
。
連
絡
橈
。
東
屋
、
散
策
路
、
噴

水
な
ど
が
完
成
し
て

い
ま
す
。
嘔
業

最
終
年
の
平
成
八
年
度
は
、
約
三
千

平
方
ぴ
に
せ
せ
ら
ぎ
水
路
や
水
遊
び

場
、
水
嗔
小
屋
、
東
屋
。
芝
広
場
の

ｒ

嘔
を
行
い
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
六
億
六
百
万
円
で
。

国
と
県
が
七
五
％
、
国
見
町
が
二
五

％
を
負
担
し
ま
し
た
。

観月台のため池
奴月台のため池は.jl 戸末朋に、伊達西幗襴爛発ととも

に遺られました。当時は釣６０ｈａの田畑を潤すための大切な

水 を供銘していました。

終戦筏、昭和の大改修が行われましたが、昭和35年から

昭和44年までに農集用ダムの建設や用水路の改良が行われ

たのに伴い。木屬調整用のため滷へとその性格を変え。今

にいたっています。

価市開発やぱ塲雙儂による用水系統の変更などで供給圖

穡が減少したとはいえ、現在でも11SOha の田畑を潤す大切

な役目を袒っています。



み～んな笑顔で

渡 り初 め 安心な道…安心な橋…

町道5号 檀ノ越橋完成

ず
成
七
年
度

か
ら
架

け
替
え

工
事

を

進

め

て

い

た
檀

ノ
越

橋

が

完

成

し
、

．二
月

二
十
四
日

、
渡
り

初
め
式

が

行
わ

れ
ま
し

べ

式

は
、
地
権

者
や
町

内
会
長

．
町

関
係

者
約
六

十
人

が
出

席
し
て

行
わ

れ

ま
し

た
．

冨
永
町
長
が
『
こ
れ
ま
で
一
小
線

だ
っ
た
橋
を
二
眼
繚
に
拡
幅
し
、
歩

道
も
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
橋
の
両

端
に
は
街
灯
も
設
置
し
ま
し
た
。
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
地
権
者
の
み
な
さ

ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
町
道
五

吁
の
改
良
と
併
せ
、
子
ど
も
や
お
年

寄

り
に
も
や

さ
し

い
道
が

で
き
ま

し

た
』
と
あ

い
さ

つ
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト

や

く
す
．ｋ

割
り

で
完
成
を

喜
び
ま
し

た
。ま

た
、
地

区

の
三
代
夫

婦
佐
藤
市

郎

さ
ん
一
家

を
先

頭
に

。
出
席
者

全

員

で
渡

り
初

め
を

し
ま
し

た
。

三代夫婦で渡り初め

佐藤市郎さん・ツネヨさん
渡り初めにご招徇いただくなんて夢にも思いませんでし

た。とてもうれしかったです。立派な楊になって。地区のみ
んなも喜んでいま羣。
あの辺りは昔。杉騁と篠竹の林があって。でこぼこ退と６

尺の木橋があるだけでした。それを考えると変わりました
よ。立派になったよ。梦遍が付いた広い道路に桷。学餃や体
育館｡。
長生きしたおかげで地域の発牘が皃られて、とてもうれし

いです。

町
道
五
号
と
檀
ノ
越
橋

町
逎
五
号
は
．
幼
盥

萼
児
‐

小
中
学
生
の
ａ
圈

・
通
学
路
と

し
て
．
ま
た
．
徳
江
荊
原
地
区

と
石
毋
田
や
山
崎
川
懃
地
区
を

鳩

か
重
要
な
ま

馮
遷
路
で
７
．

旧
橿
ノ
越
糲
は
．
昭
和
四
十
四

年
に
架
け
ら
れ
ま
し
た
．

今
回
の
改
良
工
事
は
．
県
道

五
十
沢
風
克
線
か
ら
広
域
晨
遵

ま
で
の

約
八

百

び
を
歩

道
付

き
の
こ
車
線
に
し
、
槽
ノ
鉞
徭
一

も
同
様
の
櫑
に
架
け
糾
え
ま
し

た
。
工
期
は
三
年
、
総
事
繋
賢

は
二
億
八
千
万
円
で
す

。

通
学
す
る
早
と
も
た
ち
を
は

じ
め
地
餓
の
お
年
寄
り
も
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し

た
人
に
や
さ
し
い
遵
づ
く
り
事

業
の

一
つ
で
す
。



よ ろ しく ね

グリーンアリーナ923

二
月
。
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
国
見

助

労
者

総

合
ス

ポ

ー
ツ

施

駁
の

愛
称

が

「
グ

リ

ー
ン

ア

リ
ー

ナ
恥
ｙ

Ｆ

」

に
決

ま

り

ま
し

た

。
こ

の
愛

称

は
福

励
巾

在

住

の
心

木

幸

子
さ

ん
の

作
品

で
す

。

愛

称

募

災
は

、

昨
年

十

一
月

か

ら

行

わ
れ

、

町
内

外

の
方

か

ら
六

十
七

点
の

作

品
が
寄
せ

ら

れ
ま
し

た

。

。。一
月

十

三
日

に

開

か
れ

た
国

見
勤

労

者
総

合

ス

ポ
ー

ツ
施

設
愛

称

審
在

委

員
会

で

雌
優

秀

作

に
選
定

さ

れ

た

作

品
が

「
グ
リ

ー

ン
ア

リ

ー
ナ
９

２

３

」
で

す
。

人
ｒ

芝

が

一
而

に
張

り

詰
め

ら

れ

た
屋
内
運
動
鳩
の
イ
メ
ー
ジ
を
良
く

と
ら
え

。
親
し
み
や
す
さ
と
同
見
ら

し
さ
を
持
っ
た
愛
称
で
す
。

三
月
こ
十
六
日
に
は
愛
称
選
定
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
優

秀
作
と
佳
作
は
次
の
辿
り
で
す
、。

▼
優
秀
作
　
国
見
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
（
羽
根
幸
代
さ
ん
）
▼
佳
作
　
ス

ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー

’
ワ
ノ
（
八

巻
衛
さ
ん
）
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
Ｋ
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
（
佐
々
木
八
五
さ
ん
）
パ

ル
テ

ノ
ン

ク
ニ
ミ

（
大
津
知
則

さ

ん
）
上

野
台
ス

ポ
ー
ツ
愛
ラ
ン
ド

（
石
塚
博
和
さ
ん
）
上
野
台
ス
ポ
ー

ツ
（

ウ
ス
（
占
田
賢
吾
さ
ん
）

11がｇ;●した愛称.r 囚見クリー

ンアリーナ」は ．アリーナいっぱい

の人工芝の緑がとても印霞的なこ

と ．みんなが・ ぐに覚えられるこ

と ，そして何よりも私だ５の施謗だ

ということを名えあわせたもので

寸.．

僭秀作に選ぱれたと堋かされてぴｰ

）くリ．膕僭秀作にとても似てい
て，またびっくりで・ ．

虻合スポーツ施設は．天気が悪くても轟動やイベントがで

きる７ぱらしい施設だと聊いま１．

羽根幸代さん

こ

の

施

設
の

お

か

げ
で

。
今
臼

み

た

い

な
雨

鴻

り
の

と

き

で

も

ゲ

ー
ト

ボ

ー

ル

が

楽
し

め

る

よ

う
に

な

り

ま

し
た

。

屋

外

の
コ

ー

ト

は

。
石

は

あ

る
し

で
こ

ぼ
こ

だ

し

。
と

ん

で

も

な

い
乃

ヘ

ボ

ー
ル

が

転
か

っ
て

い

き
ま

す

が

。
こ
こ

は

。
Ｊ

―
卜

に
芝

が

張

っ
て

あ
る

し
平

ら

な
の

で
『

犯
っ

た

と
こ

ろ
に

ポ

ー
ル

が

転
が

り

ま
苟

。

と

て

も
上

手

に

な
っ

た

よ
う

な

気

が
し

ま
１

．

ま
た

。
ゲ

ー
ト

ボ

ー

ル

専
用

の
ラ

イ
ン

も
引

い

て

あ

る
の

で

。
閥

っ

た

り
か

な

っ

た

り
で

７

．

ゲー トボ ール クラ ブの みな さ ん



保健増進係　（85) 2793

( 成分献血)

場　 所　　 観月台文化センター

大研修室

該　 当　 乳　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 場

平成８年11 月～

平成８年12 月生まれの乳児
６月 ５日(木) 午後１時30 分～２時

観月台文化センター

第１和室

☆身長・体重測定、離乳食、予防接初などについて

☆母子手帳を忘れずに１

＊＊＊　　　３歳児健診　　 ＊＊＊

該　 当　 乳　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 場

平成 ６年 ２月～

平成 ６年 ４月生 まれの 乳児
６月12 日(木) 午後1  時 15分～1  時 45分

観月台文化セン ター

大研修室

☆内科と歯科の医師の診察 、生活保健指導、視力・聴力検査を行います。

☆健診察は後日郵送し ます。母子手帳を忘れずに！

＊＊＊　　　１歳６か月児健診　　 ＊＊＊

該　 当　 乳　 児 爽 施　日 受 付 時 間 会　　 場

平成 ７年10 月～

平成 ７年12 月生まれの乳児
６月19 日團 午後１時30 分～ 午後２聘

観月台文化 センタ ー

大研修室

☆内科と歯科医の診察、歯科衛生士による晦みがき指導 、生活保健指導。身長・体重測定を行います。

☆母子手帳と １歳６か月児健診診査裘（必要事項を記入）を忘れずに！

該　 当　 乳　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 鳩

・３か月児（平 成９年２月生まれ）

・９か月児（平 成８年８月生 まれ）
６月26日團 午後１時30 分～午後２時

観 月台文化センター

第１和室

☆医師の指導 、身長・体璽測定 、關乳、離乳、家族計画などについて
☆母子手帳を忘れずに！

＊＊＊　　　日本脳炎第１期予防接種（個別接種）　　 ＊＊＊

該　 当　 幼　 児 実 施 方 法

平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれの幼児（初回接種） １～４週間隔で２回

平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれの幼児（追加接種） 初回接種の翌年 １回

該当するお子さんには 、個別に日程などをお知らせします。また生後90 月までの乳児も接種を

献血は

命と命をつなぐ橋

5月8日（木）

受けることができます。該当幼児以前に生まれ 。上記の接種がまだ済んでいないお子さんをお
持ちのおかあさんは ，５月15日までに保健増進係へお問い合せく ださい。

保健だより

(移助献血車)

観 月台文化センター　 午前９時～午前11時40 分

国見電子　　　　　 正午～午後１時

一心堂薬舗前　　　 午後２時15 分～午後 ５時受　 付

午 前 ９ 時30 分 ～ 午 前11 時 ／ 午 後 １時 ～ 午 後 ４ 時

※　 成分献血は検査を含め１時間 ほど です。ご協力く ださる方はあら かじめお 知ら せください。

＊＊＊　　 育児教室　　 ＊＊＊

＊＊＊　　 乳児健診　　 ＊＊＊



いんふぉめ～しょん

三
役
人
事

収
入
役
に

佐
野
貞
治
・
前
総
務
課
長国 兇町収入役に佐野貞治・的総

務課艮が就任しました。 佐野・新

収入役は、昭和35 年に国 見町職貝となり、

これまで産業課長、農林課長、総務 課艮を
歴任し まし た｡

心
配

い
ら
な
い

昼

も

夜

も

支

え

ま

す

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

国
見
町
で
は
、
ね
た
き
り
に
な
っ

た
お
年
寄
り
に
保
健
医
療
と
福
祉
の

総
介
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を

般
置
し
ま
し
た
。

こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
は
公
立
藤
山

病
院
に
隣
接
し
、
看
護
婦
と
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
几
卜
四
時
間
体
制

で
、
家
庭
で
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り

の
吁
駿
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
無

料
で
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
便
利
な
介
護
川
品
や
福
阯

機
器
も
常
時
展
示
し
て
い
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

国
見
町
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

雲
（
8
5）
2
3
3
1

入
浴
サ
ー
ビ
ス
も

利
用
し
や
す
く

ね
た
き
り

の
お
年
寄

り
で

．
自
宅

で

の
入
浴

が
困
難

な
場
合

に
は
、
移

動

人
浴
車
を
利

川
し

て

い
た
だ

い
て

い
ま
す
．

四
月
か

ら
、
ひ

と
川

に

．一

回
以
Ｌ
利
川
す
る
際
に
負
担
し
て

い

た
だ
い
て
い
た
負
担
金
を
次
の
よ
う

に
軽
減
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
：

こ
利
川
く
だ
さ
い
。

★　 負　担　 金

１回目 無　料 → 無　料

2回目 6,000円 → 2,000円

3 回目 12,000円 → 3,000円

・ ４回目以降も3,000 円の負担で

利用できます

★
悶
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
　
福
祉
係

き
（
8
5）
2
7
9
3

行ってらっしゃい五大陸へ！

若 人 の 翼　 団  員  募 巣  中 町の補助も

ありますよ

椙島県では 。鵜島県青 年海外派遣 事業 「若人の蒭亅 の

団員を専集してい ます。 派遣先は 、五大陸の国々。そして 。

今年度の派遣テーマは「胄少年のボランティア活動」です。

国 見町からは 。こ ねまでに16 人がこ の事業に 参加し て

い ま‘す。派迫 後も国際交流活 動の核とな って活躍してい

ます、

また 。派遣 が決 定し た呵 在住の団員には 、町が鬢用 の

一 齠を 補助し てい ます｡ どうぞ 、ご応 募ください。

★応募条件県内に住んでいる20蔵以上35熾までの勤労青年

★募集人禺62 人: うち身陶者２人j

★研修テーマ　r青少年のボランティア活勧」

★募輿期限　 ５月９日{ 金〉まで

★申 込 先 国見町教育委員会 生涯学習課 (  85  )  26ﾜ6

★問い合わせ先 福島県 青少年女性課　　   ( 21 ) ? 187

★派遣先・期間・団員数

ステップアップボランティアコース

北米派遣 ｶﾅ ﾀﾞ､ｱﾒﾘｶ 合稲 ぐ12日間） 15人

欧州派遣 ｲ ｷﾞﾘｽ、ﾄﾞｲﾂ り5日間） 川
ｵｾｱﾆｱ衄 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ､ﾆﾕｰ ｼﾞｰﾗﾝ叩5E澗| 廠
国際協力ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰｽ

中国･ﾀｲ葭 中華人民共祖ﾀｨﾖ(12 日間) 15人

南米派遣 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ､ｱﾙ ｾﾞﾝﾁﾝ(16 日間) 10人

＊欧州派遣とオセアニア派遣には 。１嶇から３碵までの

身体阻害者手帳を交付さ れている冓年も応募できます。



いんふぉめ～しょん

人
間
ド
ッ
ク
の
負
担
金
が

変
わ
り
ま
す

国
保
加
入
者
の
健
康
維
持
の
た
め

に
行
っ
て
い
る
人
閥
ド
ッ
ク
亊
業
を

よ
り
多
く
の
方
に
受
診
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
負
担
金
を
変
更
し
ま
し

た
。

★
負
担
額

・
初
め
て
受
診
す
る
方

一
割
程
度
（
変
更
な
し
）

・
二
回
目
以
降
の
方

五
割
以
内
の
額
（
増
額
）

★
受
診
対
象
者

・
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
四

月
一
日
現
在
の
年
齢
が
三
十
五
歳

以
上
七
十
歳
未
満
の
方
。

・
医
師
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
や

妊
娠
中
の
方
は
除
き
ま
す
。

★
問

い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

国
保
係

酋
（
8
5）
2
7
８
5

銃
砲
・
刀
剣
類
は

登
録
を

銃
砲
や
刀
剣
を
発
見
し
た
と
き
は

最
寄
り
の
警
察
署
に
は
発
見
届
を
、

年
六
回
開
催
さ
れ
る
登
録
審
査
会
に

は
登
録
申
請
書
を
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

★
県
北
地
区
登
録
審
査
会

平
成
十
年
一
月
二
十
二
日
（
木
）

福
島
県
庁

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

★
問
い
合
わ
せ

福
島
県
教
介
庁

文
化
課
　

酋
（
2
1）
7
7
8
7

憲
法
週
問
記
念

無
料

法
律
相
談
会

五
月
三
日
は
憲
法
記
念
日
で
す
。

こ
の
口
は
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
三

日
の
日
本
国
憲
法
の
施
行
を
記
念
し

て
、
『
法
』
の
役
割
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

を
憲
法
週
問
と
し
て
、
無
料
法
律
相

麟
会
を
閼
催
し
ま
す
。

★
日
時
・
場
所

五
月
八
日
（
木
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

福
励
地
方
裁
判
所

弁
護
士
控
室

・
法
律
相
談
の
ほ
か
に
、
子
ど
も
の

こ
と
に
闃
す
る
相
談
も
併
せ
て
行

い
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
裁
判
所
弁
護
士
控
室

雲
（
3
4）
2
3

３
４

平
成
十
年
歌
会
始
の
お
題
は

「

道

」
で
ご
さ
い
ま
す

★
詠
進
歌
の
応
募
方
法

・
『
道
』
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
　

歌
で
、
一
人
一
首
、
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

・
作
品
は
、
半
紙
（
和
紙
）
に
毛
筆

で
白
癬
し
て

く
だ
さ
い
。

・
書
式
は
、
半
紙
を
横
艮
に
し
て
右
　

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
　

郵
便
番
号
、
住
贋
氏
名
（
ふ
り
　

が
な
）
、
生
年
月
日
、
職
業
を
縦
　
書

き
し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
の
際
は

、
封
筒
に
「
詠
進

歌
」
と
番
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

★
応
募
期
間

九
月
三
十
日
ま
で
（
当
日
消
印
有

効
）

★
送
付
先

〒
１
０
０

東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
の
一
　
　

宮
内
庁

宇宙へビューン!

!

航
空
宇
宙
技
術
研
究
所
＆
角
田
ロ
ケ

ッ
ト
開
発
セ
ン
タ
ー
一

般

公

開

航空宇宙技啝研兇所と角田ロケット咽発
センターの晦設をみなさんに公開します．
総合展示や研究駅験設鋼の公開やビデオ上
映など麋しい催しがいっぱいです．

・日　 畤…４月20  日 劇 乍前10 峰～午後３畤３０分

・公脣内書…轌會瞑示、研只皿験咬傷公鬨、ビデオ公

闘、そ嵒仙

・蹲いきわせ･･･航空字書咳媾礦叉所

館 0224  (  )  3  い 1

角田口ヶ７卜鞨発センター

眥０ 224 (  68 )  32 い
「あつかし夕市」開店

新
鮮
だ
よ

お
い
し
い
よ
～

お
母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た

新
俳
で
安
全
な
野
菜
や
果
勧

を
直
接
販
売
す
る
『
あ
つ
か

し
夕
巾
‘
が
店
開
き
で
す
．

夕
市
は
．
４
月
か
ら
1
2月

ま
で
の
第
２
と
第
４
火
曜
日

に
Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い
国
見
Ａ

コ
ー
プ
店
前
で
闘
か
れ
ま
す
．

時
間
は
午
後
４
時
3
0
分
か
ら

５
畤
3
0分
ま
で
で
す
．

み
な
さ
ん
．
ど
う
ぞ
お
い

で
く
だ
さ
い
Ｉ・

5月の心配ごと相談

６日脚

村上金 正 “ 1S ひろ乱4

15 日圍

横沢 ｉ,4 野村トモ,4

26 日圓

疇田沸一卜 并砂羃代わ ４

場所

役場（２階）相談 室

畤閨

午 前９畤 ～正午

人口と世帯

人 口 ３月1日現在

男　5.60  ｰ人(  ･ 3 )
女　5.993 人(   ー7 )

針 い .5 人(  - IO)

出生５人 死亡16人
転入15人 転出14人

世 帯
、3.  い 9 世!O)

結

婚

お

め

で

と

う

村
Ｅ
火
一
ｊ

・
美
和
ｆ
ｊ

（
山
崎
北
）

佐
野

勉
ｊ

・
貴
子
ｊ

（
第
　

８
）

縁
上
淳
一
ｊ

・
純
子
ｊ

（
山
崎
沢
田
）

安
藤
充
輝
ｊ

・
恵
子
ｊ

（
山
崎
小
舘
）

曳
地
正
憲
ｊ

・
晴
災
ｊ

（
滝
　

山
）

誕

生

お

め

で

と

う

お
子
さ
ん
　
　
　

保
識
奮

檎
本
知

佳
、
や
４
　

今
ｊ

・
英

申
。
ん

｛

ぎ
　
　
　
　
　
　

（
宮
町
北
）

宍
戸

美
希
冫

ん

克
巳
ｊ

・
は
る
江
ｊ

゛`

　
　
　
　
　

（
第

１
）

渡

辺

鮎
、
ｊ
　

幸
則
ｊ

・
芳
子
ｊ

’：
　
　
　
　
　

（
滝

山
）

佐
竹
紀

哉
、
ｊ
　

紀
傑
ｊ

・
文
子
ｊ

｛

ｆｒ
　
　
　
　
　

（
藤
田
光
陽
）

栗
原

美
鈴
、
ｊ

則
叫
ｊ

・
災
穂
子
ｊ

ｕ

心｛
　
　
　
　
　
　

（
駅

前
）

森
木
穂

希
、
ｊ
　

庄
町
ｊ

・
幸
枝
ｊ

ｂ
か
も
　
　
　
　
　
　

（
宮
町
北
）

梅
津

若
奈
、
ｊ
　

金
利
ｊ

・
智
子
。
ん

１

‘
　
　
　
　
　

（
鳥

取
）

佐
藤

聖
華
、
ｊ
　

典
昭
ｊ

・
民
子
丿

廴４
ご
　
　
　
　
　
　

｛
大

坂
｝

三
木
章

伍
冫

え

健
二
ｊ

・
英
美
子
ｊ

‘`
穹
　
　
　
　

（
山
崎
沢
田
）

鈴
木

智
大
冫

人

″
木

雷

冫
　

。
ｊ

」
Ｊ
リ

鈴
木
貴

大
冫

ん

増
田

緬
真
、
ｊ
　

浩
之
ｊ

・
陣
子
ｊ

‘゙
゛
　
　
　

（
藤
田
光
陽
）

舟
山
朋

稀
、
ｊ

勝
則
ｊ

．
忠
美
子
ｊ

（
藤
田
光
陽
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

大
波
久
助
さ
ん
8
6
　

（
第
　

９
）

藤
田
僧

一
さ
ん
8
5
　

（
板
　

橘
）

佐
藤
一
雄
さ
ん
7
6
　

（
石

母
田
西
）

大
沼

勉
さ
ん
　
7
1
　
（
山
崎

紺
谷
）

佐
藤
米
雄
さ
ん
　
7
5
　
（
石

母
田
東
）

榊

き
よ
さ
ん
7
6
　

（
錦
　

町
）

鴨
田
利
男
さ
ん
　
｀
’
　

（
内

谷

西
）

佐
藤
健
治

さ
ん
8
4
　

（
大

木

戸
）

高
橋
洋
子
さ
ん
　
5
3
　
（
山

崎

北
）

鈴
木

ａ

さ
心
8
0
　

（
錦
　

町
）



つうしん
国見町教育委員会生涯学習

課

観月台文化センター

?（85）2676

FAX（85）2707

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

アの
お
願
い～子
育
て
教
室
～

公
民
館
で
は
、
幼
児
期
の
家
庭
教

育
の
大
切
さ
を
重
税
し
、
そ
の
心
構

え
や
知
識
、
技
術
な
ど
を
学
習
す
る

た
め
に
。

。
歳
か
ら
三
歳
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
や
祖
父
母

を
対
象
に
「
子
育
て
教
竃
」
を
閧
い

て
い
ま
す
。

子
育
て
敏
室
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

安
心
し
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
、
ｆ

ど
も
た
ち
の
お
世
話
を
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。

昨
年
は
、
二
十
二
人
の
保
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
お
予
伝

い
を
い
た
だ

き
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

国
兄
町
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
す
こ
や
か
な
成
艮
を
願
っ
て
、

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
の
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
生
漉
学
習
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

忘
れ
な
い
で

加

入

し

ま

し

よ

う

～
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
～

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
城
活

助
等
を
行
う
五
人
以
Ｌ
の
グ
ル
ー
プ

を
対
象
と
し
て
、
往
復
途
れ
も
含
め

た
グ
ル
ー
プ
活
動
巾
の
傷
肖
嘔
故
や

賠
償
責
任
を
負
う
嘔
故
を
補
償
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
。
心
臓
マ
ヒ
な
ど

の
突
然
死
に
対
し
て
共
済
兇
舞
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
。
万
一
の
嘔
故
に
備
え
て

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
安
令
ほ
険
に
加
人
し

ま
し
よ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
体
介
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

建
設
省
福
島
工
事
事
務
所
か
ら

「
ひ
ま
わ
り
油
」
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
～
成
人
学
級
役
員
会
～

花

い
っ
ぱ

い
迎
助

の
協
力

の
お
礼

に
と
建

設
省
福

島
1
:
ｊ

心
″
務

所
か
ら

プ

レ

ゼ
ン

ト

さ

れ

た

『
ひ

ま
わ

り

油

』
で
。
成
人

学
級

の
役
八

が
人
ぷ

ら
料

理
を

作
り

ま
し

た
。

こ

の
ひ
ま

わ
り
油

は
昨
年

、
福
島

市

の
福
島
西

逆
路

と
安
達
町

の
「
道

の

駅
」

に
植
え
た
約

二
万
本

の
ひ
ま

わ

り
の
棚

か
ら
作

っ
た
も
の

で
、
国

道

が
走
る

二
心
五
町

。
村

に
贈
ら
れ

ま

し
た

。

ひ

ま
わ
り

汕
は

三
月
四
日

、
中
沢

皿

・
福
励
国

道
維
持

出
張

所
艮

か
ら

鈴

木

公

民

館

長

に
手

渡

さ

れ
ま

し

た
。。
役
員

の
竹
さ

ん
は
、
次

年
度
の

事
業
計
画

を
話
し
合

っ
た

あ
と
、
フ

キ

ノ

ト

ウ

や

シ
イ

タ

ヶ

な

ど

を
揚

げ

、
ひ
ま

わ
り
と
春

の
香
り

を
楽
し

み

ま
し

た
。

新しい本が届きました 文化センター

図 書 室

図 櫑薑と児 攤１!に 新し い図 ●が入

り まし た 。と'うぞ 。お いでく ださ い。

利用１ る際は 。串 務室で受 勾を１

ませて からお 驤いし ま１ ，

･:紹介１ る 本は 一部 で１2

一般図書

・ぽくはこ んな本を読んできた
(立花路面)

・目で見る福島の１００年シリーズ

( 郷土出版綢)

・昭和史 の謎を追う上・下

(秦邨彦苫)
・｢ 挫折｣ の昭和 史

(山口昌男昜)
・子どもの生活史明治～平成

(深谷８ 志蓍)

・ロ ーマ人の物晒( Ｉ～Ｖ)

(塩野七生著)
・略内革命　　　 ぐ春山茂雄著)

・芝居ひとすじ　( 島田正吾他)

・神々の指紋
(グラハム ←ハンコック著)

・世界探偵小晩全集全10 巻

・河出世界文学全集全２５巻
・アウトドアクッキング

くスタジオ・ビ ーイング纎)

・赤ちゃん小物専科

(ブティック社)
・悪者よ がんと闘うな

(近藤誠著)

・参謀は名を秘す( 童門冬二蓍)

児童図書

・宇宙のなぜ？ど うして ？シリーズ

くＳ ・ローゼン暑)
・自然断面図謠

(モイラ ・パターフィールド作3

・絵本国齧シリーズ

(松本達英他作)
・はなはなみんみ勧語三部作

(わたりむつこ作)

・お江戸の百太郎シリーズ
(那須正幹作)

・小さな山神スズナ姫シリーズ

(富安陽子作)
・ほっべん先生の動 糊日記シリーズ

(舟崎克彦作)

・フィオリモンド姫の百かざり

(ド・モーガン作)
・三つのミ ントキャンディ

(ロベール・サバティエ作)

・ちぴくまく んシリーズ
(ユーペ作)

ほか絵冪多散



生涯学習団員
募集

剣道スポーツ少年団

・練習日時… 毎週月 ・金町日

午後６時30 分～８畤

（ 第１月曜日は 休館日の ため

綽蓄は 行いま せん　　

）

・ 練習場所…文 化センター体 育館

・申 し込 み… 練習日に体育 館へおいで下さ

い 。

団員
募集

柔道スポーツ少年団

・ 練習日時 …毎週火 ・金曜日

小学生は 午後6 聘～８恥

中学生は上は午後6 時～９時

・ 練習鳩所･･･文 化セン ター体育館

・年 会 費 …3000 円

( スポー ツ安全保 険 料 含む)

・申 し込 み… 本田 林一郎 新 〔  85〕21 ?  5

平成９年度 公民館教室生・学級生募集

女性教室
健康 管 理 や 時 事 問 題 ．趣 味 ，料 理 ，

そし てグ ル ー プ で の 活 動 を 行い ，女 性

が心 豊 か に 生 きる た め に 覚え てお きた

いざ まざ まな 学 習を 行い ます ． ‾‾　‾‾

◆ 対 象　 町内 に 住 ん でい る20 代から60

･……,ノ　 代の 女 性　.. ，　.　　 ，

1 期同 ご5 即 も 翌 湎 月 ま で . .15  回 実

●施予 定 ご 惣`･･ 屹　 心'.．

fS.　j...　　
，

◆ 時 間 吽 前9 時30 分 ～11 時30 分

◆ 費 用･･ ､ ､ 年 -500円　 Ｉ　　　　　 ／

◆ 締切 ４月30 日 二≒- 一
心.. ＿. ダ'

子育て教室

，幼 児 教 育 の 基 本 と 心 構 え 、し つけ､ 、

絵 本 や 童 話 の 選 び 方;｀食 事 や 健 康 管理

な ど に卩 い て 学 習し ま.す ． 募 集 定 員は

・　　　　　　　　.･ ●　il. ・　　　　 ｜2 尽 も 考 八 卜 犬 し ｉ

◆ 対象 辱 成5 年4 月 から 平 成843 月 ま

”’妣= 生ｌ れ た 子を 挧つ 母 親ｊ

たは 祖 父母　　　　 ／ご　
１

◆ 期 間　 ５月 から12 月 ま で の 第2 ・第4

金曜 日 （第1 金曜日は自主活動）

◆E繪間　 午前10 時 ～11 時30 分

◆ 費用　 年 間 （ 幼児 一 人）2000 円

◆ 締 切　 ４月24 日

阿津賀志学級

心豊かな 生活を 送るためIに長寿社会

に適応し た一般教養や健康管理、町政、

草花栽培 、y交 通教室 、グル ープ活動な

ど幅広い学習を行います。／

◆対象　町内に住んでいる 概ね65 歳以

上の男女

◆期間　5 月から翌年2 月まで 、40回実

施予定

◆時間　午前9 眄～11 時30 分

◆費用　年周1000 円

成人学級

一般 教養、時事問題 、館外活動 、健

康づくりなどを通し て 、現代社会に対

応できる知識や技能を学びます。

◆対象し 町内に住んでいる20 代から60

代の男女（特に男性の参加を

待つてい､ます）　 ‥

◆期間　5 月から翌年2月 まで、12 回実

匸≒　 施予定　　　　･･=

◆時間　午後1時30 分43 時30 分･

◆費用　年周1000 円

◆締切　４月23 日

申し込み・問い合わせ／生涯学習係　 ( 85 ) 2676



縁
結
び
の
神
様
あ
り
が
と
う

３月24 囗、後継.者媒酌

人に国 兄町と国見町農業委員会

から感謝状 が贈られました。昨年結婚し

た3 哺Iの若いカップルの練結びの神碌にあり

がとう。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
消
防
団

３川９日、川見町消防団の

初午行11tが行われました。空乱が乾

燥し火災が多くなるこの時期、分川ごとに火

伏せや消防施設の 鰹備点検をし ました。くれ

ぐれも火の川心を。

ね
ぇ
、
い
じ
め
は
や
め
よ
う
よ

福
鳥
県
警
が
ｔ
仙
し
た
（

Ｉ
ト
フ
ル
う
つ
く
し
ま
ポ
ス
タ

ー
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
た
仇
藤
香
職
さ
ん
の
ポ
ス
タ

ー
が
仕
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
八
四
〇
点
も
の
巾
か
ら
の
入
賞

’

で
す
。

全
国
大
会
へ
行
っ
て
き
ま
す令川応校テニス大公に出場する鳥橋利依さ

んが冨永町長を功ね．出場報告をしましたｊ が

んばってらっしゃい」との激励に、元気な声

で 「ハ イツ ！」

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

春

卒
業
で

鱆
ふ
く
ら
ま
せ

出
蕚
鬥
は

少
し
さ
び
し
い

気
持
ち
す
る
か
な

屹
久
闌

璋
絵

た
け
の
こ
よ

富
を
か
き
わ
け

光
あ
び

。

風
に
も
詼
け
ず

大
き
く
耳
で

穴
戸

扣
死

霹
と
け
て

川
原
の
土
亭
に

ふ
き
の
と
う

阿
部

鼻
人

謇
の
風

み
ん
な
を
さ
そ
う

い
い
か
お
り

怖
野

友
美

春
風
に

心
黜
か
れ
て

！
踝
で
ず

高
橋

裕
美

’児
Ｓ
生
徙
文一

く
に
み

黔
2
9号
て

芭

へんしゅう雑記
甼成８年11 月９が，福鳥県広 似コンクールで

入選しました．…ということで（多分）．広報

３年日の存がやってまいりました．

コメント７この轢が小さすぎて喬ききれまへ

ん…．
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